
給食室より 今年一年間、給食をよく食べていただきありがとうございました。

チェリーさんやジャスミンさんたちは秋を過ぎる頃から食欲が増し、お残しが少なくなりました。

オリーブさんは流石、食缶を空で返してくれる事も多く、喫食量だけでなく食べる食材の幅が増えまし

た。来年も引き続き、美味しい給食つくりを行いますのでモリモリと沢山食べてくれる姿を

給食室一同、楽しみにしています。

今年も残りわずかとなりました。本年もありがとうございました。新しい年が子ど

も達、保護者の皆様にとって笑顔あふれる年になりますよう、お祈り申し上げます。

一段と寒さが厳しくなりました。寒風のなかでも子どもは元気に遊びまわることのた

とえとして、「子どもは風の子、大人は火の子」ということわざがあります。近年で

は低体温（３６℃以下）の子どもが増えており、低体温からくる体調不良や免疫力の

低下などが心配されています。身体を温めるためには睡眠時間と食事のとり方がとて

も大切です。早めに就寝し朝ご飯を食べることを意識し、ご飯やパンだけの日にはウ

インナー、ヨーグルトなど、体温を上げる効果のあるたんぱく質が豊富な食品を＋１

品組み合わせるとよいでしょう。体温を上げて、新年も元気に過ごしましょう。

お昼の給食だけでは補いきれないカルシウムをご家庭で積極的に取り入れることのご

協力をお願い致します。簡単なものであれば温かいご飯の上にしらす干しやかつおぶ

しなどを振りかけて食べるのもよいと思われます。

≪毎月19日は食育の日です≫

≪約4人分≫

・米 2合

・水 適量

・鮭 100g（2切れ）

・ごぼう 80ｇ（1/2本）

≪作り方≫

①米を研ぎ、水に3０分以上浸漬します。
②鮭に酒と塩をふっておき、ごぼうはささがきにして水にさらします。
③①にごぼう、みりん、しょうゆを入れて炊飯します。
④鮭を焼き、身をほぐします。
⑤炊きあがったご飯に④をよく混ぜ込んだら完成です。

◎ＱＲコードを読み取ると

参考動画を見ることができます。

・しょうゆ 小さじ2

・みりん 小さじ2

・料理酒 大さじ1

・塩 一つまみ

寒さが加わるという意味で、

「寒の入り」のこと。暦の上

では冬の寒さが厳しくなる頃

で、寒中見舞いを出し始める

時期でもあります。

一年で一番寒さが厳しくなる

頃。寒い日が三日続くと、その

後の四日は暖かくなり、寒い中

にも少しだけ春の気配を感じら

れます。

１月5日頃
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家族や仲間が食卓を囲み、コミュニケーションをとりながら食事をすることを

「共食」と言います。一つの食卓を囲み、顔を合わせて食事をすることは、子ども

達の成長にとっても大切な時間と空間です。

【共食のメリット】

①絆が深まり心の栄養となる：楽しい話題でリラックスした状態で食事をすること

は、美味しさが増して消化吸収もよくなり、情緒の安定にもつながります。

②知識を伝え学び合う時間となる：食材の色、形、匂いなど五感で感じたことを会

話を通じて共有し、食に対する関心を高め、感謝の気持ちを育てます。

③社会性やマナーが身につく：挨拶や箸の使い方、姿勢など食事中のマナーを学ぶ

ことで、社会性が身につきます。

コロナ禍の今、園でお友達と楽しくお話しながら食事をすることは厳しくなって

いますが、お家で家族と楽しく食事をし、豊かで健康的な食生活を送りましょう。

☆ 二十 四節 気とは☆

昔、 農作 物 を作るための目安と して季 節

や 自然 の変 化を表した暦です 。二 十四節 気

の 変わ り目 の日には、季節食 材を ふんだ ん

に 用い た給 食の提供をしてい ます 。

1月20日頃


